
 

初日には、様々な企画がありました。私は遺伝子を観察する企画に参加し、インフルエ

ンザウイルスを１日に２の３５乗倍に増殖させることで、DNA が複製される仕組みを知り

ました。学校にはない機器などを使用することもでき、有意義な経験ができました。 

２日目には１日目のグループでプレゼンの発表会を行いました。VR での薬剤師の体験

を説明したり、薬を創ったりする企画など、他のグループが発表した内容にも触れること

ができたので、より深く薬学のことについて知ることができました。 

 

 今回の企画では実験に協力してくださった大学生の方がいたので、様々な話をする中で静岡県立大学や薬学部

のことを知ることができました。例えば、研究室に配属される際には成績上位の学生が優先されるため、自分が

やりたい研究室や人気のある研究室に所属するためには、大学に入学できたら終わりではなく、そこからも大事

だということがわかりました。 

今回の企画に参加して、薬学についてより深く知り、経験できたということはもちろんですが、大学の薬学部が

どんなことをしているのかという点で、進路をより深く知ることができ目標が明確になりました。静岡県立大学

の薬学部は入学試験の２次試験で理科が重視されており、理科に対する勉強のモチベーションがより高まりまし

た。これからの学校生活でも今回の経験を生かしていきたいです。 

進路通信 ～夏休み特集号 vol.４～ 

文責 進路指導課 阿部 

 夏休み後に毎週発行している進路通信第４弾になります。今回は生徒の活躍とともに、今後考えておくべ

きことについてまとめました。学年の先生方から話もあると思いますが、予復習として利用してください。 

「学部のことがよくわかり、勉強するモチベーションが上がった」 2１HR及川君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月３日、４日に静岡県立大学薬学部が主催する“夏休みファーマカレッジ 2023 

〜体験してみよう！「未来を創る薬学の力」〜”に２１HR の及川君が参加しまし

た。県内の８０名の高校生が集まり、課題研究や研究発表会を行いました。 

Q.どんな企画に参加してきたのですか？ 

←↑ファーマカレッジの企画内容と参加者 

↑実験の様子（県大HP） 

Q.この企画に参加して学んだことはありますか？ 

↑企画に参加した及川君 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


